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ちゃんと使われたか 91億円

一般質問 5議員が登壇

どうなった あの質問は

みなさんのご意見にお答えします

よりよい子育て支援を
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使

町税
14億5677万円
21.7％

自主財源
23億2341万円
（34.6％）依存財源

43億8334万円
（65.4％）

繰越金
4億1545万円
6.2％
その他

4億5119万円
6.8％

地方交付税
19億7794万円
29.5％

総務費
8億8892万円
14.3％

議会費
8436万円
1.4％

公債費
4億804万円

7％
教育費

7億5625万円
12.2％

消防費
2億2220万円
3.6％

土木費
7億6538万円
12.3％

商工費
4920万円
0.8％

農林水産業費
4億1771万円
6.7％ 衛生費

4億4324万円
7.1％

民生費
21億8395万円
35.1％

国庫支出金
10億9922万円
16.4％

県支出金
5億4207万円
8.1％

町債
3億7867万円
5.6％

その他
3億8543万円
5.7％

一般会計の内訳は

　９月議会では27年度の決算を審査し、５つの特別会計を含む総額91億円の支

出を承認しました。前年比13％の増となっています。
　一般会計の収入のうち、町税などの独自の財源は約34％です。

　定住促進住宅建設や図書館改修、プレミアム商品券補助などの支出が増加して

います。すべての収入から支出を差し引いた残額は５億４千万円となりました。

　（７ページに議員の賛否を掲載しています）

ち
ゃ
ん
と

　 

わ
れ
た
か

　
　億
円

　

27年度
決算収

入
合
計

67
億
６
７
５
万
円

支
出
合
計
62
億
１
９
３
０
万
円

収　入 支　出 差し引き残

一　般　会　計 67億675万円 62億1930万円 4億8744万円

国民健康保険会計 20億7349万円 20億2670万円 4億6789万円

後期高齢者会計 1億8118万円 1億7935万円 183万円

大刀洗診療所会計 940万円 940万円 0

土地取得会計 424万円 0 424万円

下水道会計 7億534万円 7億533万円 0.2万円

合　　計 96億8040万円 91億4010万円 5億4030万円

会計別の決算状況

特
別
会
計

91

返済金です。

町の借り
入れ金です。

借り入れの

お金です。
福祉に使う

保育や医療など
使い道の決まっ

自治体の規模や人口に
応じて国から交付され
るお金です。

た補助金です。

ごみ・し尿の
処理費です。

町民税、固定資産税、軽自動
車税など、みなさんが町に
納めている税金です。

※四捨五入により合計が一致しないことがあります。

たちあらい 議会だより  第152号
平成28年10月発行 2



議会 提 言
どうなった

1

2

3

4

スクールソーシャルワーカー
の配置を

今村カトリック教会の
周辺整備を

区長報酬の算定方法は変更を

補助金・助成金の検証を

教育において、きめ細やかな配慮が継続
できるよう配置を

国の重要文化財指定により観光客が急増
しており、駐車場、トイレなどの整備を
進めること

区長の役割や責任は戸数にかかわらず同
じなので、均等割と戸数割を50：50に
すること

補助金の目的と効果を精査し、減額・中止・
継続を判断すること

　常勤嘱託として１名採用。子
ども課に所属し、支援が必要

な家庭を訪問するなどで課題の解
決にあたる。

南側に新しく出入口を設置（図書館）

　周辺整備は地元からも提言
してほしい。人口増や仕事創出

などをもとに町が検討し、事業申
請したい。

　26年度は均等割と戸数割
が40：60だったが、27年度は

45：55とした。今後は区長全員で協
議し、納得する割合を検討したい。

　113事業ある補助金・助成金
のすべてをチェックした。13事

業を選定し、ヒアリングを実施して
７事業を廃止した。

　昨年の決算審査時に提出した「議会から
の意見」に対する町の回答です。

こ
の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

からの は

定住促進住宅を建設

特産品を生かした観光まち
づくり

町制施行60周年事業

学校給食調理を民間委託

図書館をリニューアル

1億934
8万円

2億428
万円

662万円

75万円

6086万
円

子育て世帯の住環境を整
備するため、定住促進住
宅「スカイラーク菊池」を
ＰFI方式で建設した。

町の特産品ＰＲ冊子を作成
し、町民向け特産品ワーク
ショップを実施。

記念式典やNHK公開ラジオ
番組の開催、記念ポロシャ
ツ作成など。

大堰小学校を除く小・中学
校の調理業務を民間事業者
に委託した。

面積を拡大し、出入口の
設置など大規模な改修を
行った。

答

答

答

答

（27年
度分）
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議員
　

若
い
参
加
者
を
リ
ー
ダ
ー
に
養

成
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
け
れ

ば
い
つ
ま
で
も
お
金
が
か
か
る
。

800
万
円
の
委
託
料
を
減
ら
す
こ
と

を
考
え
る
べ
き
。

課長
　

多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
う

分
館
体
操
、
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
た
方
を
対
象
と
し
た
「
校
区
セ

ン
タ
ー
健
康
体
操
教
室
」、
運
動
機

能
が
落
ち
た
人
を
対
象
と
し
た「
Ｕ

Ｐ
Ｕ
Ｐ
教
室
」
の
３
つ
の
柱
で
始

め
た
が
、
十
分
に
は
機
能
し
て
い

な
い
。
経
費
は
抑
え
つ
つ
改
善
を

進
め
た
い
。

議員
　

テ
ー
マ
選
び
が
重
要
。
住
民
に

身
近
な
も
の
を
議
論
し
て
ほ
し

い
。

課長
　

住
民
協
議
会
も
含
め
、
分
か
り

や
す
く
協
議
し
や
す
い
テ
ー
マ
を

考
え
た
い
。

議員
　

仕
分
け
の
対
応
で
職
員
の
負
担

と
な
る
の
で
は
。
今
後
も
続
け
る

の
か
。

課長
　

外
部
の
目
線
で
指
摘
を
受
け
、

予
備
知
識
が
な
い
方
に
説
明
す
る

と
い
う
経
験
は
メ
リ
ッ
ト
に
な

る
。
28
年
度
は
実
施
し
な
い
予
定
。

議員
　

住
民
の
行
政
へ
の
参
加
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
目
的
と
聞
い
て
い

る
が
人
選
は
ど
う
か
。

課長
　

無
作
為
抽
出
で
600
名
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
、
57
名
が
応
募
し

た
。
そ
れ
ま
で
行
政
に
関
心
の
な

か
っ
た
人
が
興
味
を
持
っ
た
り
な

ど
意
識
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

健
康
体
操
教
室
の
充
実
を 全議員で決算委員会を開き、

27年度の事業をチェックしました。

各税の課税と徴収状況（繰越分を含む）

どう使った？
効果は？

収入済額 滞納額 徴収率 前年
徴収率

町民税 5億8761万円 3927万円 93.6％ 94.3％

うち法人分 5693万円 34万円

固定資産税 6億8667万円 5177万円 92.9％ 92.7％

軽自動車税 4195万円 318万円 92.8％ 93.1％

たばこ税 1億4054万円 0 100％ 100％

計 14億5677万円 9422万円 93.8％ 94.0％

国保税 3億6878万円 7325万円 83.1％ 84.0％

分館体操で元気に（甲条区）

多くの住民が参加した

住
民
協
議
会
の
取
り
組
み
は

議員
　税金の徴収率が下がり、滞納が増え
た要因は。今後はどうか。

課長 　長引く不況の影響で離職者が多く、
滞納が増加している。高額滞納者もい
るので今後も徴収に努めたい。

事
業
仕
分
け
は
有
効
か

税金の滞納状況は
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議員
　

小
郡
イ
ン
タ
ー
に
近
い
せ
い

か
、
最
近
企
業
か
ら
工
場
用
地
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
町
も
相
談

に
乗
っ
て
は
ど
う
か
。　

課長
　

問
い
合
わ
せ
は
あ
る
が
、
町
の

土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る
土
地

が
1
ヶ
所
し
か
な
い
た
め
難
し

い
。

議員
　

最
近
の
傾
向
は
。中
学
生
に
な
る

と
な
ぜ
学
力
が
下
が
る
の
か
。

教育長
　

28
年
度
、
小
学
生
は
全
国
平
均

並
み
か
教
科
に
よ
っ
て
は
上
回
る

な
ど
向
上
し
て
い
る
。
中
学
校
で

下
が
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
福

岡
県
全
体
の
課
題
で
あ
る
。　

議員
　

破
れ
や
す
い
ご
み
袋
は
改
善
さ

れ
た
か
。

課長
　

去
年
か
ら
苦
情
が
あ
り
、
在
庫

を
回
収
し
て
取
り
替
え
、
強
度
を

確
認
し
た
。
強
度
試
験
は
納
品
業

者
が
実
施
し
た
。

ご
み
袋
の
強
度
は

企
業
誘
致
の
推
進
は

提 言
来年度に生かせ
議会の　　

❶

❷

❸

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
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ほ
と
ん
ど
の
項
目
に
賛

成
だ
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

関
連
事
業
、
定
住
促
進
住

宅
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
な

ど
は
承
認
し
が
た
い
。

　

増
加
傾
向
に
あ
る
基
金

な
ど
を
活
用
し
、
国
保
税

負
担
軽
減
、
障
が
い
者
医
療
助

成
拡
大
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実

に
踏
み
込
む
べ
き
。

１  教育環境の充実を
　・異常高温となる昨今、子どもの命を守り、かつ学習効

率を上げるため早急なエアコンの設置を望む。

　・生活様式が変化する中、児童・生徒の健康管理のため

トイレの洋式化を進めること。

２  避難所の安全確保を
　・避難所はガラスを多用しているため、雨戸やシャッター

を取り付け安全確保を図ること。

３  地方創生の補助金は活用法の精査を
　・地域活性化のための補助金であり、効果が町政に反映

されるよう事業を精査し実施すべき。

４  住民協議会・事業仕分けのあり方
　・テーマを吟味し、町にとって本当に必要な議論を望む。

５  地域おこし協力隊の活用を
　・地域や町が活性化するよう持続可能な事業に着手し、

実績を残せる仕事をしてもらうこと。

決算特別委員会から、５点の意見を議長に提出しました。

反対討論

平山

監査委員　秋吉　淑子
林　　威範

　予算は歳入歳出とも計画に基づき適切に執
行されている。
　また、経費削減や事務処理の合理化・効率
化についても真剣に取り組まれている。

　大部分を依存財源に頼っている当町にとっ
ては、特に町税の徴収率向上には総力をあげ
て対処すること。

　予算の執行は、あらゆる無駄を排除し、効
率的な事務処理に努めること。
　引き続き行政改革を推し進め、住民福祉の
向上に積極的に取り組むこと。

監査
意見

※
賛
成
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。



　

一
般
会
計
の
総
額
を
、
２
８
７
５
万
円

増
額
し
て
61
億
７
６
１
万
円
に
。
主
な
追

加
は
左
表
の
と
お
り
。

議員
　

本
郷
学
童
保
育
所
は
何
名
分
の

増
設
か
。

課長
　

現
在
は
66
名
だ
が
、
狭
く
な
っ

た
た
め
分
割
す
る
予
定
。

　

約
30
名
を
受
け
入
れ
、
100
㎡
強

の
広
さ
を
考
え
て
い
る
。

議員
　

目
北
橋
は
拡
幅
す
る
の
か
。
当

初
予
算
で
400
万
円
計
上
さ
れ
、
今

回
500
万
円
追
加
に
な
っ
て
い
る
が

設
計
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
の
か
。

課長
　

長
寿
命
化
の
工
事
で
あ
り
、
傷

ん
だ
部
分
の
み
の
補
修
と
な
る
。

当
初
予
算
で
は
平
均
的
な
橋
梁

（
面
積
100
㎡
、
高
さ
20
ｍ
程
度
）

で
積
算
し
た
が
、
目
北
橋
は
面
積

も
広
く
、
長
さ
も
あ
る
た
め
今
回

の
補
正
と
な
っ
た
。

　

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
110
台
を
更
新
し
、

役
場
サ
ー
バ
ー
で
一
括
管
理
す
る
も
の
。

　

指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
、
７
社
指
名
し

た
が
６
社
が
辞
退
。
６
４
３
７
万
円
で
㈱
ア

ス
テ
ム
が
落
札
し
た
。

議員
　

１
社
以
外
が
辞
退
し
た
の
で
あ

れ
ば
、再
入
札
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企画監
　

他
自
治
体
で
も
同
様
の
状
況
で

業
者
の
人
員
が
不
足
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
機
器
の
老
朽
化
も
著

し
い
の
で
入
札
を
進
め
た
。

議員
　

指
名
基
準
そ
の
も
の
に
問
題
は

な
か
っ
た
の
か
。

課長
　

要
綱
に
も
と
づ
き
選
考
し
た
。

入
札
辞
退
は
業
者
側
の
権
利
で
あ

り
、
問
題
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

内　　容 追加額

マイナンバー対策の職員研修費 200万円

定住促進パンフレットの作成費 108万円

衆議院補欠選挙費 546万円

在宅医療推進の人件費 150万円

本郷学童保育所の増設設計費 130万円

予防接種費（B型肝炎） 220万円

栄田・目北橋の長寿命化計画費 500万円

木造戸建て耐震改修補助金 60万円

９月議会で追加された主なもの

９月
議会

 

本
郷
学
童
保
育
所
の

２
棟
目
設
計
費
な
ど
追
加
　

先生たちのパソコンを更新する

補
正
予
算
（
一
般
会
計
）

教
育
シ
ス
テ
ム
機
器
購
入
契
約
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　 指 名 競 争 入 札 と は、

希望者すべてを入札に

参加させる一般競争入

札と異なり、発注者側

が指名した者どうしで

競争に付して契約者を

決める方式。

議会マメ知識①

　９月議会は、８日から

23日まで16日間の会期

で開催し、補正予算や工

事契約、町道の変更など

10議案すべてを可決し

ました。



　

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
、
エ

ア
コ
ン
の
更
新
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定
。

　

指
名
競
争
入
札
を
実
施
し
、
７
社
中
２

社
が
辞
退
。
７
１
９
３
万
円
で
㈱
九
電
工

が
落
札
し
た
。

　

任
期
は
29
年
１
月
か
ら
３
年
間
。

　

平
成
６
年
に
公
有
地
の
払
い
下
げ
で
私

有
地
と
な
っ
て
い
た
部
分
が
町
道
の
ま
ま

残
っ
て
い
た
た
め
修
正
す
る
も
の
。

議員
　

町
道
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、
所
有
者
への
課
税
は
ど
う
な
っ

た
か
。
追
徴
す
る
の
か
。

　
課長
　

税
務
課
で
は
平
成
６
年
か
ら
私

有
地
と
し
て
処
理
さ
れ
て
お
り
、
課

税
も
な
さ
れ
て
い
た
。

議員
　

課
税
の
根
拠
に
関
わ
る
問
題
だ

が
、
関
係
課
ど
う
し
で
チ
ェッ
ク
し
て

い
な
い
の
か
。

　
課長
　

現
状
で
は
で
き
て
い
な
い
。
今
後

は
未
修
正
箇
所
が
分
か
る
よ
う
な

連
携
を
考
え
た
い
。

安
丸
眞
一
郎

黒
木
　
德
勝

森
田
　
勝
典

林
　
　
威
範

平
田
　
利
治

松
熊
武
比
古

長
野
　
正
明

平
田
　
康
雄

高
橋
　
直
也

平
山
　
賢
治

花
等
　
順
子

山
内
　
　
剛

27年度決算

一般会計 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ -

国保、後期高齢者会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ -

診療所、土地取得、下水道会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

教育システム機器購入契約 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ -

ドリームセンター改修工事契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

税条例、ひとり親家庭医療費の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

町道路線の認定・変更（２路線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

一般、国保、後期高齢、下水道会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案に対する各議員の賛否
（○…賛成、×…反対）

※議長は採決に加わらない。

白根 美穂氏（新）

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の

空
調
な
ど
改
修
工
事
契
約

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

町
道
路
線
の
変
更

こ
の
ほ
か
に
、
税
条
例
の

改
正
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
条
例
の
改
正
な
ど
に

つ
い
て
審
議
、
可
決
し
ま

し
た
。

たちあらい 議会だより  第152号
平成28年10月発行7

　予定価格 700 万円以上
の動産、不動産の売買、
予定価格５千万円以上の
工事または製造の請負に
ついては議会の議決が必
要となる。（地方自治法
第 96 条、町条例より）

請 願 者…福教組浮羽三井支部長ほか
紹介議員…花等順子

　教育は未来への先行投資であり、全
国どこでも良質な教育が受けられる必
要がある。保護者の 7 割以上が 30 人
以下の学級規模を望んでいるが、現在
実現しているのは 1 年生の 35 人以下
学級のみであり、早急な改善が求めら
れる。

（１）2 年生以上の 35 人以下学級の早
期実現

（２）義務教育費の国庫負担を 2 分の 1
に引き上げること

　請願を全会一致で採択し、
関係大臣に意見書を送付し
ました。

意見書

議会マメ知識②

教育予算の確保と
充実を求める意見書
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年
は
90
名
が
来
町
。昼
食
や
イ

チ
ゴ
狩
り
な
ど
で
約
40
万
円
の

経
済
効
果
が
あ
っ
た
。

③
大
刀
洗
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
。メ
デ
ィ
ア
に
紹

介
さ
れ
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

議員
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務

所
費
は
。今
後
は
観
光
客

誘
致
に
力
を
入
れ
る
の
か
。

町長
　

現
地
事
務
所
か
ら
は

来
年
３
月
で
撤
退
す
る
。

運
ん
で
物
を
売
る
よ
り
来
て
も
ら

う
方
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

議員

  

当
町
に
宿
泊
所
は
な

く
、土
産
物
販
売
店
も

少
な
い
。ど
こ
で
経
済
効
果
を
得

る
の
か
、説
明
責
任
を
果
た
し

て
ほ
し
い
。

請
求
が
起
こ
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。小
さ
な
ミ
ス
の
積
み
重
ね

が
町
に
大
き
な
損
害
を
与
え
か

ね
な
い
。町
の
た
め
に
も
職
員
の

た
め
に
も
、ミ
ス
を
防
げ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
。

事務所は来年3月で
撤退する

問．シンガポール事業
　　の今後は

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

一 般 質 問

林　 威範  議員

町政を問う！

　
　
　
　

３
年
経
っ
た
ら
検
証

す
る
約
束
で
始
ま
っ
た

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
関
連
事
業
。

　

９
月
で
３
年
だ
が
結
果
は
。

　
　
　
　

①
大
刀
洗
産
品
の
販

路
開
拓
。野
菜
販
売
ル

ー
ト
は
確
立
で
き
な
か
っ
た
が
、

酒
類
は
で
き
た
。

②
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
。昨

議員町長

議員
　

役
場
内
の
事
務
処
理

ミ
ス
、特
に
金
銭
絡
み
の

支
払
い
遅
れ
、支
払
い
先
の
相
違

な
ど
が
頻
発
し
て
い
る
。対
策
は

と
っ
て
い
る
の
か
。

町長
　

担
当
者
へ
の
指
導
や
全

庁
へ
の
情
報
共
有
に
よ
り

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。す
べ
て

の
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
識
を

持
た
せ
る
な
ど
、再
発
防
止
に
努

め
た
い
。

議員
　

近
隣
で
は
国
庫
補
助

金
の
申
請
忘
れ
で
損
害

が
生
じ
た
り
、住
民
か
ら
の
監
査

問.

頻
発
す
る
事
務
ミ
ス
の
対
策
を

注
意
喚
起
し
再
発
防
止
に
努
め
る

町
長
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年
は
90
名
が
来
町
。昼
食
や
イ

チ
ゴ
狩
り
な
ど
で
約
40
万
円
の

経
済
効
果
が
あ
っ
た
。

③
大
刀
洗
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
。メ
デ
ィ
ア
に
紹

介
さ
れ
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

議員
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務

所
費
は
。今
後
は
観
光
客

誘
致
に
力
を
入
れ
る
の
か
。

町長
　

現
地
事
務
所
か
ら
は

来
年
３
月
で
撤
退
す
る
。

運
ん
で
物
を
売
る
よ
り
来
て
も
ら

う
方
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

議員

  

当
町
に
宿
泊
所
は
な

く
、土
産
物
販
売
店
も

少
な
い
。ど
こ
で
経
済
効
果
を
得

る
の
か
、説
明
責
任
を
果
た
し

て
ほ
し
い
。

請
求
が
起
こ
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。小
さ
な
ミ
ス
の
積
み
重
ね

が
町
に
大
き
な
損
害
を
与
え
か

ね
な
い
。町
の
た
め
に
も
職
員
の

た
め
に
も
、ミ
ス
を
防
げ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
計
画

の
実
施
状
況
を
審
議
す

る
必
要
が
あ
る
の
に
、な
ぜ
審

議
会
は
開
催
さ
れ
な
い
の
か
。

町長
　

女
性
活
躍
推
進
法
が

制
定
さ
れ
た
た
め
、計

画
の
見
直
し
も
含
め
本
年
度
は

審
議
会
に
諮
問
す
る
予
定
。

　
　
　
　

審
議
会
委
員
の
任
期

は
２
年
な
の
に
、な
ぜ

見
直
し
が
行
わ
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　

前
回
の
審
議
会
か
ら

２
年
以
上
経
過
し
、任
期

が
切
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
は
委
員
の
委
嘱
を
し
た
い
。

議員
　

委
嘱
の
時
期
は
。定

数
は
見
直
す
の
か
。

議員議員町長

課長
　

ア
ン
ケ
―
ト
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
1
月
に

は
審
議
会
を
開
催
し
た
い
の
で

委
嘱
の
時
期
は
12
～
1
月
ご
ろ

に
な
る
。委
員
の
構
成
と
定
数
は

今
後
検
討
す
る
。

事務所は来年3月で
撤退する

今年度は審議会に諮問
する予定

問．シンガポール事業
　　の今後は

問．男女共同参画推進審
　　議会の開催を

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

外
国
人
観
光
客

が
町
で
使
う
お
金

よ
り
も
、
職
員
が

海
外
に
行
く
費
用

の
方
が
高
く
な
い

か
な
。
ど
こ
で
儲

け
る
つ
も
り
？

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

も
し
大
刀
洗
川
や

鵜
木
川
が
氾
濫
し
た

場
合「
想
定
外
」と
言
っ

て
は
ダ
メ
で
す
よ
。

町長町長

問.

鵜
木
川
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
を
早
く

国
・
県
の
補
助
事
業
を
調
査
中

町
長

議員
　

鵜
木
川
浚
渫
の
区
長

要
望
に
対
し
、ど
の
よ

う
な
対
応
が
さ
れ
た
の
か
。

町長
　

国
・
県
の
補
助
事
業

の
調
査
及
び
事
業
費
の

算
出
を
行
っ
て
い
る
。

議員
　

浚
渫
の
費
用
は
。町

単
独
事
業
で
実
施
で
き

な
い
か
。

課長
　

概
算
で
800
万
円
程
度
。

補
助
事
業
を
調
査
中
の

た
め
町
単
独
で
の
実
施
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

平田　康雄  議員

校区センターで歓迎

県道を川のように流れる濁流

議員
　

護
岸
工
事
を
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

町長
　

護
岸
は
安
定
し
て
お

り
整
備
を
行
う
考
え
は

な
い
。

☆
そ
の
ほ
か
に
、大
刀
洗
川
の

改
修
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

議員
　

役
場
内
の
事
務
処
理

ミ
ス
、特
に
金
銭
絡
み
の

支
払
い
遅
れ
、支
払
い
先
の
相
違

な
ど
が
頻
発
し
て
い
る
。対
策
は

と
っ
て
い
る
の
か
。

町長
　

担
当
者
へ
の
指
導
や
全

庁
へ
の
情
報
共
有
に
よ
り

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。す
べ
て

の
職
員
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
識
を

持
た
せ
る
な
ど
、再
発
防
止
に
努

め
た
い
。

議員
　

近
隣
で
は
国
庫
補
助

金
の
申
請
忘
れ
で
損
害

が
生
じ
た
り
、住
民
か
ら
の
監
査



☆
そ
の
ほ
か
に
、
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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北
鵜
木
に
オ
ー
プ
ン

す
る
大
型
ス
ー
パ
ー
南

側
の
町
道
は
通
学
路
で
あ
り
、

歩
道
設
置
も
含
め
安
全
対
策
を

急
ぐ
べ
き
で
は
。

　
　
　
　　

今
年
度
は
舗
装
工
事

に
あ
わ
せ
路
側
帯
を
設

置
し
、29
年
度
に
路
側
帯
の
カ
ラ

ー
舗
装
を
予
定
。ま
た
、ス
ー
パ

議員町長

議
員
の

つ
ぶ
や

き

問．通学路の安全対策は問． 手話通訳者の設置を

　

町
長
！
企
業
内
保

育
園
な
ら
ぬ
役
場
内

保
育
園
も
考
え
て
は

い
か
が
。

手話ができる職員で対応 舗装工事にあわせ路側
帯を設置

町長

ー
と
の
開
発
協
議
の
中
で
、通
学

路
及
び
周
辺
の
住
宅
に
対
し
、作

業
や
配
送
車
両
な
ど
の
安
全
対

策
を
図
る
こ
と
を
指
示
項
目
と

し
て
取
り
交
わ
し
て
い
る
。

　
　
　
　

各
学
校
の
メ
イ
ン
と

な
る
通
学
路
は
、路
側

議員議員
　

大
刀
洗
町
に
お
け
る

待
機
児
童
の
現
状
は
。

教育長
　

平
成
27
年
４
月
ま
で

は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
平

成
28
年
４
月
時
点
で
12
名
と
増

加
傾
向
に
あ
る
。年
度
途
中
の

転
出
入
も
あ
り
、現
在
は
10
名

　
　
　
　

今
年
４
月
、
障
害
者

差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
次
の
こ
と

を
問
う
。
障
が
い
者
の
働
く
場

所
確
保
の
た
め
、
通
所
軽
作
業

所
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町長
　

精
神
障
が
い
者
向
け

作
業
所
を
小
郡
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
て
い
る
。

就
労
継
続
支
援
事
業
所
が
町
内

に
２
ヵ
所
あ
る
。
周
知
と
利
用

促
進
に
努
め
る
。

議員
　

障
が
い
者
が
集
え
る

サ
ロ
ン
の
設
置
は
。

町長
　

ぬ
く
も
り
の
館
で

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
だ

ん
だ
ん
」
を
毎
週
木
曜
日
に
開

議員

い
て
い
る
。
今
後
、
障
が
い
者

が
安
心
し
て
気
軽
に
集
え
る
場

づ
く
り
を
進
め
る
。

議員
　

聴
覚
障
が
い
者
は
手

話
が
言
語
。
役
場
に
手

話
通
訳
者
を
設
置
で
き
な
い

か
。町長

　

手
話
が
で
き
る
職
員

で
連
携
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　

７
月
に
は
枝
豆
収
穫
祭
を
開

催
し
て
も
ら
っ
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
よ
り
近
い
が
競
争
は
よ
り
激

し
い
。ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、少

量
で
も
定
期
的
に
出
せ
る
よ
う

に
し
た
い
。

問.

待
機
児
童
対
策
は

小
規
模
保
育
園
の
新
設
を
検
討

教
育
長

問.

香
港
市
場
へ
の
進
出
方
法
は

地
方
創
生
の
交
付
金
を
活
用

町
長

安丸 眞一郎  議員

歩道もなく危険（北鵜木）

帯
や
カ
ラ
ー
舗
装
だ
け
で
な
く
、

歩
道
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
。町長

　

道
路
の
幅
員
な
ど
の

関
係
も
あ
り
、歩
道
を

ど
こ
で
も
設
置
と
は
い
か
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
検
討
さ
せ
て
も
ら
う
。

と
な
っ
て
い
る
。

議員
　

今
後
の
対
策
は
。

教育長
　

町
内
５
つ
の
保
育
園

で
、26
年
か
ら
３
年
間

で
105
名
の
定
員
増
を
し
て
お
り
、

大
規
模
改
修
な
ど
を
行
わ
な
い

限
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、保
育
士
の
確
保
も
年
々

困
難
に
な
っ
て
お
り
、直
ち
に
定

員
増
を
お
願
い
で
き
る
状
況
で

は
な
い
。今
後
、待
機
の
多
い
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
へ
の
対
応
と
し
て
、

小
規
模
保
育
園
の
新
設
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
。
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問． 手話通訳者の設置を問．待機児童対策と
　　保育士処遇改善を

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

小
郡
市
は
２
人
の

手
話
通
訳
士
を
常
設
。

（
対
象
者
30
数
人
、本

町
15
人
ほ
ど
）

　

週
に
1
、2
回
で
も

置
い
て
も
ら
え
な
い

も
の
か
…
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

政
治
の
矛
盾
が
あ
ち

こ
ち
で
噴
出
し
て
い
ま

す
。社
会
を
次
の
世
代
に

継
承
で
き
る
政
策
を
。

求人活動などへ助成 町長課長

議員
　

待
機
児
童
が
12
名

発
生
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、主
な
要
因
は
な
に
か
。

課長
　

保
育
士
の
確
保
が
大

変
難
し
く
、ま
た
施
設

面
で
も
定
員
を
超
え
て
お
り
厳

し
い
状
況
。求
人
活
動
に
補
助

を
行
う
な
ど
対
策
を
強
め
て
い

る
。議員

　

全
国
的
な
保
育
士

不
足
の
原
因
に
は
低

い
待
遇
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。保
育
の
実
施
責
任
者
と
し

て
、町
は
待
遇
改
善
を
図
る
べ

き
で
は
。

教育長
　

処
遇
を
町
独
自
に

改
善
す
る
計
画
は
な

い
。
課
題
を
抱
え
た
子
へ
の
対

　
　
　
　

今
年
４
月
、
障
害
者

差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
次
の
こ
と

を
問
う
。
障
が
い
者
の
働
く
場

所
確
保
の
た
め
、
通
所
軽
作
業

所
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町長
　

精
神
障
が
い
者
向
け

作
業
所
を
小
郡
市
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
て
い
る
。

就
労
継
続
支
援
事
業
所
が
町
内

に
２
ヵ
所
あ
る
。
周
知
と
利
用

促
進
に
努
め
る
。

議員
　

障
が
い
者
が
集
え
る

サ
ロ
ン
の
設
置
は
。

町長
　

ぬ
く
も
り
の
館
で

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
だ

ん
だ
ん
」
を
毎
週
木
曜
日
に
開

議員

応
に
時
間
を
取
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
今
後
は
実
習
生
や

短
大
な
ど
へ
の
積
極
的
な
呼
び

か
け
を
期
待
し
た
い
。

議員
　

待
機
児
童
に
直
ち
に

対
応
で
き
な
い
の
は
町

立
保
育
所
を
全
廃
し
た
こ
と
も

大
き
い
の
で
は
。町
の
責
任
で

改
善
を
。

議員
　

大
堰
駅
前
踏
切
の
改

善
は
、地
元
の
区
長
会

を
中
心
に
署
名
活
動
に
取
り
組

み
、２
２
０
８
筆
が
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
地
域
の
切
実
な
願
い
で
あ

る
。昨
年
以
降
の
協
議
の
状
況

は
ど
う
か
。

課長
　

県
と
協
議
を
続
け
て

い
る
が
、
踏
切
が
あ
り

車
が
待
機
で
き
る
部
分
が
な
い

た
め
、町
と
し
て
も
道
路
を
改

良
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

議員
　

共
産
党
の
県
議
団
と

現
地
を
調
査
し
、県
警

の
担
当
者
と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

一
時
停
止
標
識
や
中
央
線
な
ど

の
改
善
、速
度
順
守
の
啓
発
に

取
り
組
み
た
い
と
の
回
答
だ
っ

た
。県
土
整
備
事
務
所
や
公
安

委
員
会
と
も
連
携
し
対
策
を
。

議員
　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務

所
か
ら
撤
退
し
、香
港

市
場
へ
進
出
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、そ
の
手
法
と
年
次
目
標
は
。

町長
　

国
か
ら
の
地
方
創
生

交
付
金
を
活
用
す
る
。

国
内
外
の
販
路
拡
大
に
向
け
、産

品
の
販
売
手
法
を
調
査
す
る
香

港
の
業
者
と
委
託
契
約
し
た
。

問.

大
堰
駅
前
の
改
良
は
進
ん
で
い
る
か

ひ
き
つ
づ
き
協
議
中

課
長

平山　賢治  議員 花等　順子  議員

車輌も歩行者も危険
にぎわう枝豆収穫祭

☆
そ
の
ほ
か
に
、災
害
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
た
。



お
　　
かせください

あなたの聞 声

９
月
の
傍
聴
は
20
名
で
し
た
。

一
般
質
問
で
は
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
し
た
。

保育料の値上げや
給食費補助の半減
は逆行では。必要な
ところにお金を使っ
てほしい。

保育士の待遇改善
は、町内の離職傾向
も分析して対策を
考えるべきでは。

男女共同参画
は、地域的に女
性が出にくいの
であればクオー
タ制の検討を。

手話通訳者の養成
は大切と思う。公
募して養成費を補
助してはどうか。

高齢者福祉や子育
てを「大刀洗ブラン
ド」として知られる
ほうが海外進出より
価値がある。 傍聴席から傍聴席から

　議会改革や議会広報につ

いて、他議会からの視察を

受け入れ、大刀洗町議会の

状況を報告するとともに経

験交流を進めています。

民生委員の待遇改善や主任児童委員の
増員など、国・県や町への提言に向け調査
中です。

他議会とも

楽集塾のみなさんと 民生委員のみなさんと

〇 9月27日　福岡県川崎町議会

〇10月13日　長崎県川棚町議会

〇10月13日　熊本県合志市議会

　
２
月
に
町
内
の
民
生
委
員
さ
ん

と
懇
談
し
ま
し
た
。

　
高
齢
化
や
家
庭
問
題
の
多
様
化

な
ど
で
福
祉
の
課
題
が
増
え
、対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
多
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

議会
として

　大刀洗町議会では、議会報告会のほ
か、さまざまな団体とも懇談していま
す。いただいた声を反映できるようがん
ばります。

追跡
リポート

問

回答

　 

運
動
施
設
の
運
営
管
理

　
は
ス
ポ
ー
ツ
精
通
者
や

団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

が
行
う
ほ
う
が
、
利
用
者

の
目
線
に
た
っ
た
改
善
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
現
在
の
委
託
者
と
の
契
約

が
残
っ
て
お
り
、管
理
に
対
し

て
苦
情
や
支
障
も
な
く
、費

用
も
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め

現
在
の
契
約
は
継
続
す
る
予

定
。委
託
者
よ
り
再
契
約
を

し
な
い
申
し
出
が
あ
れ
ば
、そ

の
時
点
で
検
討
し
た
い
。

検
討
中

運
動
施
設
の
管
理
を
ス
ポ
ー
ツ
精
通
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
橋
直
也
議
員
、
平
成
27
年
12
月
）

問

回答

　 

情
報
化
社
会
と
な
り
、

　
町
中
に
情
報
が
氾
濫
し

て
い
る
が
、
必
要
な
情
報

が
届
い
て
い
な
い
。
有
線

放
送
で
耳
か
ら
入
る
伝
達

手
段
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
急
激
な
普
及
に
よ

り
情
報
の
あ
り
方
が
変
化
し

て
お
り
、
引
き
続
き
検
討
す

る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
も
関
連
部
署
と
連
携

し
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

検
討
中

有
線
放
送
の
設
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（花
等
順
子
議
員
、
平
成
27
年
12
月
）

問

回答

　 

指
定
避
難
所
は
ガ
ラ
ス

　
張
り
が
多
く
安
全
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
。
和
室

の
一
室
で
も
雨
戸
の
設
置

が
で
き
な
い
か
。

　
調
査
を
行
い
必
要
箇
所
を

確
認
し
た
。

　
基
本
的
に
は
雨
戸
の
設
置

は
予
算
の
関
係
で
行
わ
ず
、

飛
散
防
止
の
フ
ィ
ル
ム
を
貼

る
。

対
応
中

指
定
避
難
所
に
雨
戸
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
花
等
順
子
議
員
、
平
成
27
年
12
月
）

　一般質問で、町長などが「検
討する」と回答した内容につ
いて、その後の対応状況を３
か月以内に報告してもらうこ
とになっています。
　質問に対する町の回答を報
告します。

問

回答

　 

県
道
筑
紫
野
線
の
植
栽

　
帯
の
草
木
が
生
い
茂

り
、
町
道
と
の
交
差
点
は

視
界
が
非
常
に
悪
い
。
事

故
が
起
こ
る
前
に
早
急
な

対
策
を
。

対
応
済

県
道
の
植
栽
帯
の
伐
採
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
丸
眞
一
郎
議
員
、
平
成
28
年
６
月
）

　
現
地
を
確
認
し
、
県
道
の

植
栽
が
車
輌
確
認
の
支
障
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
久
留
米

県
土
整
備
事
務
所
に
対
応
を

求
め
た
。
そ
の
後
、
除
草
と

木
の
剪
定
を
発
注
し
た
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
。

　８月、公民館講座「座・たちあらい
楽集塾」の方々と意見交換しました。
　「議員は持ち時間をしっかり使っ
て質問してほしい」「議会だよりは町
の広報と発行日が重ならないよう
に」「健康体操の充実を」など活発な
意見が出されました。

がくしゅうじゅく
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Q
　
役
場
に
手
話
通
訳
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。手
話
で
交
流
で
き
る
場
を
。

震
災
な
ど
緊
急
の
場
合
、
情
報
が

入
る
だ
ろ
う
か
。

A　
障
害
者
差
別
解
消
法
で
、
行
政
に

合
理
的
配
慮
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
手
話
通
訳
の
設
置
や
、
正

確
な
情
報
伝
達
の
確
立
を
行
政
に

求
め
て
い
き
ま
す
。

Q
　
交
通
の
便
が
悪
く
買
い
物
が
大

変
。
公
民
館
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

し
て
販
売
な
ど
で
き
な
い
か
。

A　
買
い
物
弱
者
対
策
は
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
商
工
会
な
ど
と
議
論
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q
　
防
災
計
画
や
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
連
絡
網
の
整
備
は
で
き
て
い

る
か
。

A　
行
政
が
改
善
す
べ
き
点
や
必
要
な
対

策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
議
会
と
し

て
の
災
害
対
応
も
検
討
中
で
す
。

Q
　
熊
本
地
震
の
時
、
避
難
所
が
一
ヵ

所
も
開
設
さ
れ
な
か
っ
た
が
。

A　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
行
政
に

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

Q
　
土
地
を
買
っ
て
２
棟
目
を
建
て
る
と

の
こ
と
だ
が
、
場
所
は
決
ま
っ
て
い

る
か
。
ニ
ー
ズ
調
査
は
し
た
か
。

A　
建
設
地
は
未
定
。
ニ
ー
ズ
調
査
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

Q
　
町
と
土
地
開
発
公
社
の
関
係
は
。

貸
し
付
け
る
７
千
万
円
の
内
訳
は
。

A　
土
地
開
発
公
社
は
公
有
地
を
購
入
・

造
成
す
る
た
め
の
法
人
。
建
設
の

た
め
の
土
地
購
入
費
５
千
万
円
と

造
成
費
２
千
万
円
で
す
。

Q
　
今
後
も
土
地
購
入
や
建
設
を
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。

A　
土
地
開
発
公
社
の
理
事
に
議
員
も

入
っ
て
お
り
、
議
会
で
も
し
っ
か

り
議
論
し
ま
す
。

Q
　
町
営
住
宅
と
の
違
い
は
。

A　
定
住
促
進
住
宅
は
人
口
減
対
策
の

一
つ
で
、
新
婚
や
子
育
て
世
代
を

町
外
か
ら
呼
び
込
み
、
長
く
住
ん

で
も
ら
う
も
の
。
町
営
住
宅
は
住

宅
困
窮
者
の
た
め
に
整
備
す
る
も

の
で
す
。

第６回
議会報告会

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
に

お
答
え
し
ま
す

　４月の議会報告会で

寄せられた意見・提言へ

の回答がまとまりまし

た。その中から主なもの

を報告します。

福
祉
の
充
実
を

防
災
・
安
全
対
策
は

定
住
促
進
住
宅
と
は
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議会報告会で活発な意見が



Q
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
進
出
事
業
の
成
果

は
。

A　
３
年
間
の
成
果
と
費
用
は
、行
政
に

報
告
を
求
め
ま
す
。

Q
　
大
刀
洗
ブ
ラ
ン
ド
・
特
産
品
づ
く

り
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

A　
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、特
産
品

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。大
刀
洗

“
よ
か
マ
チ
”創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

Q
　
農
業
の
担
い
手
不
足
を
ど
う
す
る

の
か
。
増
収
の
た
め
、
６
次
産
業

を
興
す
よ
い
方
法
は
な
い
か
。

A　
農
業
の
振
興
は
、議
会
で
も
協
議

し
、行
政
の
方
針
も
確
認
し
ま
す
。

Q
　
異
常
な
暑
さ
が
続
い
て
お
り
、学
校

に
エ
ア
コ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
の
健
康
の
た
め
に
も
ト
イ

レ
の
洋
式
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

A　
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、エ
ア
コ

ン
設
置
や
ト
イ
レ
な
ど
の
改
善
が

必
要
と
考
え
ま
す
。小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
と
意
見
交
換
し
、具
体
化

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Q
　
横
断
歩
道
が
な
い
通
学
路
が
あ

る
。
中
学
校
近
く
の
歩
道
が
途
中

ま
で
で
止
ま
っ
て
い
る
。

A　
地
元
か
ら
も
設
置
要
望
を
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
。行
政
に
対
応
を
求

め
ま
す
。

Q
　
大
堰
駅
前
踏
切
の
安
全
対
策
を
。

A　
大
堰
校
区
の
議
員
が
要
望
を
整
理

し
、区
長
と
と
も
に
推
進
協
議
会
を

設
立
し
て
、要
望
書
を
出
す
よ
う
進

め
て
い
ま
す
。

Q
　
消
防
団
幹
部
の
選
出
や
団
員
の
確

保
に
困
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
の

人
選
も
頭
が
痛
い
。

A　
消
防
団
や
民
生
委
員
の
重
要
性
は

認
識
し
つ
つ
も
な
り
手
が
な
い
現

状
で
す
。
地
域
の
理
解
と
協
力
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

Q
　
隣
組
に
入
ら
な
い
人
が
増
え
、
区

費
の
徴
収
や
配
布
物
の
配
布
に

困
っ
て
い
る
。

A　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
加
入
や
ア
パ
ー

ト
の
組
織
化
を
望
み
ま
す
。

Q
　
今
村
天
主
堂
は
見
学
者
が
増
え
て

い
る
の
で
、
駐
車
場
・
ト
イ
レ
の

整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。

A　
担
当
課
と
地
元
が
話
し
合
い
を
進

め
て
い
ま
す
。
補
助
金
な
ど
の
受

け
皿
と
な
る
組
織
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

Q
　
災
害
が
起
き
た
ら
議
員
は
ど
の
よ

う
に
動
く
の
か
。

A　
現
在
は
議
員
個
々
の
対
応
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、今
後
は
議
会
と
し
て
の

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
す
る

予
定
で
す
。

Q
　
町
の「
検
討
す
る
」と
い
う
答
弁
に

は
し
っ
か
り
追
及
し
て
ほ
し
い
。

A　
「
検
討
す
る
」と
の
答
弁
に
は
、追
跡

調
査
制
度
を
つ
く
り
、そ
の
後
の
状

況
を
追
跡
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
業
や

農
業
対
策
は

よ
り
積
極
的
な
議
会
活
動
を

地
域
の
課
題
を
ど
う
す
る

学
校
・
通
学
路
対
策
を
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　紙面の都合でごく一部の掲載になりま

した。掲載できなかったご意見は町議会

ホームページで公開してい

ます。これからも議員一同

がんばります。

ご意見ありがとう
ございました

枝豆収穫祭（7月 30〜 31日）

見学者が急増した今村天主堂



◆「
日
本
一
の
子
育
て
村
」を
宣
言

（
島
根
県
邑
南
町
）

　

減
り
続
け
る
人
口
に
危
機
感
を
持

ち
、持
続
可
能
な
町
づ
く
り
を
目
指

す
戦
略
を
展
開
。第
２
子
以
降
の
保

育
料
無
料
、中
学
生
ま
で
医
療
費
無

料
、病
児
保
育
・
保
育
園
の
米
飯
給
食

な
ど
子
育
て
支
援
を
充
実
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
定
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
を
配
置
し
移
住
者
を
支

援
。財
源
は
過
疎
債
を
活
用
し
て
い
る

が
、事
業
を
長
期
的
に
継
続
す
る
た
め

町
独
自
に
基
金
を
積
み
立
て
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
の
た

め
に
も
、本
町
も
子
育
て
支
援

や
定
住
促
進
事
業
の
財
源
を
長

期
計
画
の
中
で
確
保
す
る
と
と

も
に
、支
援
事
業
を
精
査
す
る

必
要
が
あ
る
。ま
た
、子
育
て
支

援
を
柱
に
総
合
的
な
政
策
の
立

案
・
推
進
が
い
っ
そ
う
必
要
と

感
じ
た
。

◆
低
学
年
書
道
科
を
導
入

（
広
島
県
熊
野
町
）

　

特
産
品
で
あ
る
筆
を
活
用
し
て
小

学
校
１
・
２
年
生
に
書
道
科
を
導
入
。

教
育
課
程
外
で
年
間
15
時
間
。町
の

　

８
月
に
山
口
県
下
関
市
と
美
祢
市

を
視
察
し
、空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
成
立
後
の
対
策
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

　

両
市
と
も
人
口
減
少
率
が
高
く
、

空
き
家
率
も
16
％
を
超
え
て
い
る
。

　

下
関
市
で
は
、
対
策
と
し
て
空
き

家
バ
ン
ク
台
帳
を
作
成
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
、
空
き
家
の
利
活
用
、
移

住
促
進
な
ど
を
図
り
、

●
登
録
空
き
家
へ
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
●
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る

三
世
代
同
居
な
ど
促
進
補
助
金

●
市
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入

す
る
世
帯
へ
の
補
助
金

費
用
で
雇
用
し
て
い
る
書
道
科
専
任

の
非
常
勤
講
師
が
指
導
し
て
い
る
。

　

導
入
前
は
心
配
の
声
も
あ
っ
た
が
、

真
剣
に
取
り
組
み
、集
中
や
落
ち
着
き

に
よ
り
、小
中
学
校
の
学
力
は
県
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
。聞
く
姿
勢
、集

中
力
が
学
力
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

　

幼
い
頃
か
ら
集
中
力
や
持
続

力
を
持
た
せ
る
対
策
を
導
入
す

る
こ
と
の
必
要
性
。小
中
学
校

の
教
師
の
連
携
、交
流
で「
し
っ

か
り
教
え
・
考
え
さ
せ
・
表
現
さ

せ
る
」と
い
う
教
育
現
場
で
の

授
業
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
い

た
。  

（
委
員
長　

安
丸
眞
一
郎
）

●
中
学
生
以
下
の
扶
養
者
が
い
る
世

帯
へ
の
補
助
金

●
固
定
資
産
税
滞
納
を
防
止
す
る
た

め
の
登
記
の
一
部
補
助

な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
特
定
空
き
家
の
指
定

方
法
や
、
持
ち
主
に
対
す
る
勧
告
の

方
法
、
行
政
代
執
行
の
要
件
、
相
続

登
記
の
推
進
、
高
齢
者
へ
の
空
き
家

防
止
の
働
き
か
け
な
ど
に
つ
い
て
両

市
の
状
況
を
調
査
し
た
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、勧

告
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
補
助
を
行
う
こ
と

で
、人
口
流
出
対
策
が
と
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、空
き
家

対
策
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
針

を
示
す
よ
う
求
め
て
い
く
。

（
委
員
長　

黒
木
德
勝
）

視察レポート 総務文教厚生委員会

視察レポート 建設経済委員会

子
育
て
支
援
・
学
力
向
上
の
具
体
策
は

空
き
家
対
策
の
充
実
の
た
め
に

たちあらい 議会だより  第152号
平成28年10月発行 16



◆
須
恵
町
議
会
だ
よ
り
に
学
ぶ

　

８
月
29
日
に
須
恵
町
議
会
で
研

修
。

　
「
須
恵
議
会
だ
よ
り
」
は
、
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
や
表
紙
部
門

の
金
賞
を
連
続
し
て
受
賞
し
て
い

る
。
記
事
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

発
言
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
原
稿
を
提

出
す
る
な
ど
独
自
の
運
用
が
図
ら
れ

て
い
た
。

　

ま
た
平
成
21
年
か
ら
フ
ル
カ
ラ
ー

で
発
行
さ
れ
て
お
り
、
親
し
み
や
す

い
ロ
ゴ
や
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
レ
イ
ア

ウ
ト
、
重
要
な
議
案
は
必
要
な
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
視
覚
的
に
訴

え
る
紙
面
づ
く
り
が
実
現
さ
れ
て
い

た
。

　

全
議
員
が
参
加
し
古
賀
市
議
会
で

研
修
。
以
下
の
こ
と
を
調
査
し
た
。

■
議
会
基
本
条
例
制
定
後
の
評
価
検

証
の
あ
り
方

■
議
会
報
告
会
の
進
め
方
と
出
さ
れ

た
意
見
へ
の
対
応

■
議
員
間
の
自
由
討
議
の
持
ち
方

■
議
場
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
の
活
用

　

今
後
も
議
会
だ
よ
り
や
映
像
配
信

な
ど
に
よ
る
情
報
の
発
信
、
報
告

会
、
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど

の
住
民
参
加
の
推
進
、
議
員
研
修
や

事
務
局
体
制
の
充
実
に
よ
る
議
会
機

能
の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
と
感
じ
た
。

◆
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
具
体
的

　
な
指
導
を
受
け
る

　

７
月
14
日
、
全
国
町
村
議
長
会
主

催
の
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
東
京
で
開

催
さ
れ
、
本
町
議
会
か
ら
広
報
正
副

委
員
長
が
参
加
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、た
ち
あ
ら
い
議
会

だ
よ
り
を
含
む
10
紙
に
対
し
企
画
、

構
成
、
文
章
表
現
、
写
真
な
ど
多
角

度
か
ら
の
批
評
が
行
わ
れ
た
。

　

本
町
議
会
だ
よ
り
第
150
号
に
対
し

て
は
、
住
民
参
加
の
企
画
や
予
算
説

明
の
構
成
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、

住
民
の
声
に
対
し
て
議
会
か
ら
の
回

答
を
掲
載
す
べ
き
こ
と
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
の
連
携
、
委
員
会
報
告

の
構
成
改
善
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
っ
た
。

　

　

今
年
度
は
本
町
に
視
察
に
来

ら
れ
る
議
会
も
多
く
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
視
察
で
得
た
情
報
を

も
と
に
、
よ
り
親
し
み
や
す
く

分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

（
委
員
長　

平
山
賢
治
）

　

ま
た
、
古
賀
市
議
会
が
制
度
化

し
て
い
る
「
災
害
発
生
時
の
議
会

対
応
」「
職
員
を
講
師
と
し
て
の
研

修
」「
政
務
活
動
費
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
以

下
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
き
た
い
。

●
災
害
時
に
議
員
が
個
々
に
行
動
す

る
の
で
は
な
く
、
議
会
と
し
て
町

の
災
害
対
策
本
部
と
連
携
す
る
た

め
の
、
対
応
要
綱
の
策
定
を
目
指

す
こ
と

●
職
員
を
講
師
と
し
た
、
行
政
の
内

容
や
事
業
に
つ
い
て
勉
強
す
る
た

め
の
研
修
の
実
施

●
議
員
の
資
質
向
上
や
地
域
課
題
の

調
査
研
究
な
ど
の
た
め
、
目
的
を

明
確
に
し
た
政
務
活
動
費
の
条
例

を
整
備
し
、
領
収
書
や
報
告
書
の

提
出
を
義
務
づ
け
て
制
度
化
す
る

こ
と

（
委
員
長　

長
野
正
明
）

視察レポート 議会広報委員会

視察レポート 議会改革特別委員会

親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に

議
会
機
能
の
強
化
を
目
指
し
て

たちあらい 議会だより  第152号
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結
婚
を
機
に
大
刀
洗
町
で
の
生

活
を
始
め
て
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。現
在
は
２
人
の
子
ど
も
を
授
か

り
、子
育
て
に
奮
闘
す
る
日
々
で
す
。

　

生
後
２
、３
ヵ
月
の
第
一
子
を
対

象
と
し
た「
は
じ
め
て
マ
マ
支
援
事

業
」、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る「
マ
マ
た
っ
ち
」に
参
加
し
、

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
分
か
ち

合
え
る
同
じ
境
遇
の
お
母
さ
ん
と

出
会
う
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。現
在
も
、支
援
セ

ン
タ
ー
の
部
屋
を
借
り
て
話
を
し

た
り
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や
り
と
り
を
し

な
が
ら
、時
々
会
っ
て
子
ど
も
の
成

長
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
マ
マ
た
っ
ち
」を
き
っ
か
け
に
支

援
セ
ン
タ
ー
に
行
く
機
会
も
増
え
、

子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、先
生
に
相
談

し
た
り
、来
ら
れ
て
い
る
お
母
さ
ん

達
と
話
を
す
る
こ
と
で
、情
報
収
集
、

情
報
交
換
が
で
き
気
分
転
換
に
も

な
る
の
で
、気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
保
育
士
の
先
生
が
勤
務
さ

れ
て
い
ま
す
。他
の
自
治
体
で
は
毎

日
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
所
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
が
、大
刀
洗
町
に
は
常
時

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、親
子
遊
び
な

ど
の
企
画
も
多
く
あ
り
が
た
い
か

ぎ
り
で
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
サ
ポ
ー
ト
も

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、主
人
の
実
家
が

近
く
に
あ
る
の
で
サ
ポ
ー
ト
も
惜

し
み
な
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
を
土
日
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
っ
た
り
、場

所
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
と
、仕

事
で
日
ご
ろ
利
用
で
き
な
い
お
母
さ

ん
も
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
の
よ
り

よ
い
施
策
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

次回定例会の予定

12月12日（月）開会
    12月１7日（土）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索

た
ち
あ
ら
い 

議
会
だ
よ
り

第
152
号

●
発

行
／

大
刀

洗
町

議
会

　
●

編
集

／
議

会
広

報
委

員
会

●
発

行
責

任
者

／
議

長
　

山
内

　
剛

　
●

印
刷

／
井

上
紙

工
印

刷
（

株
）

〒
8

3
0

-1
2

9
8

 福
岡

県
三

井
郡

大
刀

洗
町

大
字

冨
多

8
1

9
TEL/FA

X（
0

9
4

2
）7

7
-4

1
1

2

広
報
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

　
暑
い
暑
い
夏
。巨
大
な
台
風
の
発

生
な
ど
、異
常
づ
く
め
の
現
象
に
翻

弄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
が
全
国
表
彰
を
受

け
て
以
来
、他
市
町
議
会
か
ら
の
視

察
が
多
く
な
り
ま
し
た
。ど
の
議
会

も
、少
し
で
も
よ
い
議
会
広
報
を
作

ろ
う
と
模
索
し
努
力
し
て
い
ま
す
。

視
察
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
経
験
を

交
流
し
、多
く
の
こ
と
を
学
ば
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
読
者
目
線
に
立
っ
て

分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が

け
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　（
花
等
）

大
堰
保
育
園
の
運
動
会
で
す
。

園
児
数
も
増
え
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

編
集
後
記平

山

賢

治

林
　
　

威

範

安

丸

眞

一

郎

平

田

康

雄

花

等

順

子

よ
り
よ
い子

育
て
支
援
を

町
民
の

「
声
」

下高橋

高橋  栄子さん

表

風

紙

景

の


